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策2回岩の力学国際学会について

1.会議の概要

!970年9月21から26Hまでユ週間にわた(･て標記σ)国

.際学会(21〕(一Intemationa王CongressforRo.kMecha-

niCS)がユｰゴスラビアの首都ベオグラrドで開かれた.

筆者はこの学会に小出仁氏(鉱床部)と共著で論文呈出

作のところたまたまこの期間に三イス連邦チュｰリッ

ヒにある連邦工科大学に客員研究員として滞在しており

幸にも同大学の財政的援助をうけて同学会に出席するこ

とができた血この種の催しはまだまだ少ない上今回

の学会が東欧のいわゆる共産圏で開かれた関係､し二従来

われわれの目にふれる機会の少愈か･次これらの国から

の論文も多く寄せられているので地質ニュｰスの誌上

を借りてこの学会について紹介してみたい.

会議の参加者は43ヵ国から同伴者も含めて82送人の多

数に上り次かたか賑やかな学会であった:約20入以上

の出席国は地元ユｰゴの162人は別格としてドイツ

(85)フランス(7(5)オｰストリア(47)アメリカ(μ)

スイス(32)スペfン(32)ノルウェｰ(3!)ソビエト

連邦(25)ポルトガル(23)スウェｰデン(2!)イギリ

ス(2ユ)ベルギｰ(19)チェコ(19)フィンランド(I8)

であった.

日本からの参加者は赤井浩一(京大工)伊藤一郎(京

大工)吉岡登(関西電力)鈴木光(東大工)木下重教

(北大工)の諸氏および星野…男であらた､

第王回は1967年にポルトガルの首都リスボンで開かれ

た.以後4年毎に開かれることにたった.次回はア

星野一男

メリカで開かれる見込みが強い1

あらかじめ提出された279の論文は次の8部門のいず

れかに組み入れられた.
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州仰)初生的性質.(I･t･i･･i･p･oP･･t1ピ･(〕f･･じ1〕/!11･･｡｡)

女11体σ)変形(Defom]al〕i!ity(jfr(〕ckmasscs)

北体4)力学的抵抗性(Mεch舳ic星11resistailceof芝㏄k
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地'ド瀞築物び)維妾j妻(しlnd･rglて)しm(lwork･)

粉砕(Conユn〕inut三く洲)

北盤特性の改善(1mprovem(･n宅｡)rthepr(〕pcrt1じsof

工0Ck1〕雌SeS)

膚炎ミ･ノ㌧二i二余;}i籔三の三な支迄伯三(Stabi-ityof1〕atura〕棚x1

岨C榊at1(〕nSlO王蝸)

片盤グ)挙動(B讐h･･i･若Ofmむ1･ma搬･)

公談は次(1)様た1･1姓で行たわれた

第111特別1講演畢ユｰゴスラビアの地質"第1部1-1｣

第211特別職演“ユｰゴスラビアにおける姶有物性グ)伽:究･

第23舳り

節3iiI火r〔至apダムなど6班に分かれて見学

第411第45部11■｣

第51.1'7舳り

第611揃8部門市内伽:究所だと見学

各部門に割当てられた時間は平均3時間半にすぎない曲

ので会議では提出論文をめぐる個々の講演質疑は行な

われず司会者側で指名した総合討論者が各部門を総合

して傾向間題点在ど30分程発言しそのあと自鯛討

会場をたったベオグラｰド巾の商｣二合鰍ビル

会｣磁内�
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論を行なうという形式であ･｡た､これは参加首の多い

こと会場の都合などで.止むを得ないことであったろう

がこのため本当の討論交流はむしろ場外で行なわれ

る結果となりそうなると1司11寺通訳は使えず言語の多様

性からかたり混乱があったように､思う.

日本では土質工学会土木学会1ヨ本'鉱業会胃木材

料学会の4学会が中心とな･･て一…l1寺次回の開催を日

本で行たうよう立候補する考えがでたが1時期尚早という

ことで提案はなされなかった.しかし今学会を契機

として関係者の論文50を編集した“RockMechanicsin

Japan,voL!"を作り会場内で販売した.

提出論文は3冊のPrOceedingsにまとめられた.木

学会はおもに欧州の研究者を中心として構成されており

所1.桑は土木鉱1⊥1関係が圧倒的に多い.われわれ地質

関係者から見るといわゆる技術的工学的手法に基づい

た論文が多いのでとっつきがたい而があるが今回の約

300の論文は現在各国の研究者が興味をも勺ている問

題をすべて網羅しているとみてよく今後何年間かの研

究動肉を予想するまことによい手掛りであろう.従

って繁雑ではあるカミとくに地質に関係の深い第五2

3部門の標題のみだけでも列記しておきたい.論文標

題のあとのEGFは主文がそれぞれ英文独文仏

文で書かれていることを示す.

鑑､

簸

受付

インタｰホｰン受付場ユｰゴσ)女手{…11打ζかなか魅力的な人が多い'�
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2.“岩体の初生的性質"

岩石岩盤に内在する不均質的不連続的一性質が力学的

性質にどのような影響を与えるかについての実験や現地

測定法および考察岩盤応力のinSitu測定もここに

含まれる.

1･堆石伽阯諦閉魑に関連した地球物理111勺測定法σ)膿望(G)

MILI･I･zEπ,H.他DDR

2｡トンネノレ内部における弾性的準均質部の探失■1と岩体の変形

現地測定の基礎として(E)MmIiR^“P,wI,ow`5

ユｰゴスラビア

3.若布の]二字1約記載とマッピングσ)ための襯擦と､汰験(E)

J0HNA1一州FR､､NKl,1Nイギリス

4.水平坑道.の付近における瑞体の熱拡散性((三)沢Ul〕0Lr

L^躬舳ソ連

5･深部における滞盤初年応力の測定(E)P.l1-Ll･一1･厄H他

南ア

6･粘石の物理的･性質･二[学的･性質の効比と風化度について

(F)Nlco江,^sVELK0vKo醐Yブルガリア

7.断層に伴う節理の探知と断層の所在をつきとめる場合の利

用について(E)A.S.Z^正珊0D1Nソ連

8.地震波･音波の使用による岩体中の自然応力分布の研究

(E)A.I.SムvIcH他ソ連

9.地震･音波法による岩体の強度的性質の決定(E)G.A.

(､0五■0一脈0甲紙一げAソ連

10.自然の一岩塊中の料石の強度および問さの測定に一)いて

I(E)G賦｡醐M圭糊v他ブルガリア

11.土木地質とジオメカニクス(F)J.V.PoPovソ連

12.立体写真法による地表の割れ目の土木地質的測定

(F)V.S.F㎜o㎜蝋｡ソ連

13･地殻の堵石の自然張力状態の性質と分帯(G)P州,mK0w

P.N.ソ連

14.地震･音波法による耕塊の性状の研究(E)LYK0酬1N皇

んG.他ソ連

15.措盤の弾性的性質を測定する地球物理的方法の改良(E)

El〕M0ND0CAR柵:肌LIイタリア

16.T1町b1出e砂粋中の節理の頻度(E)P11可R0Foc柵n1他

イタリア

=⊥･一ゴ丑予ビア連邦議会

エ7.壮塊σ)材質を!lll』足するために応用された地球物理的1典11定法

M一概Kl,1=RGHE0RωlEルｰマニア

18.ある土木地質的問題を解決するに用いられた地球物理的測

定法の応踊の例MERKLERGH亙卿HEルｰマニア

19｡縞状均質体の動的ポアソン比の理論的解析(E)Ll,1-

KIlovlTぎKl,F.M.他ソ連

20｡升石の不均質性最も応力σ)大きい弾性常数の大きい而

について(E)F.PElHlsR0D皿mUEsポルトガル

21.多孔質料石の孔隙とマトリックスの不均質'性の研究(E)

VVH一肌一RH.Sω1胴1I'0N他アメリカ

22.電磁波的方法による堵体ヴ)張力変化の発見(E)K､､冬I･舳

MlL州他チェコスロバキア

23.現地性堆積物の不均質性升石微構造強度および弾挫常

･数σ)対比(狂)F.P1号R胴Ro1棚舳1舳他ポル1㌔ガル

24.糾塩ドｰム上の燃料シｰトが崩落する過程について(E)

G胃0R0皿丁πR一舳卯舳I^Nソ連

25.丹石の動的物理的性質ω理論および方法(E)Y概N一

^Tn.､NY.Yov､､帥

26.〃(2)実験結果(E)同上

27.二次元不連続異方性もった岩石σ)性格(F)P]mIl･p皿

M舳舳フランス

2S.フゴ･ノスカンディア持体の各郡分で得られた自然床カ値

(E)B.1δR理LIノノレウェｰ

29.Tihange(ベルギｰ)のシルル紀片措の力学的性質(F)

A,M0N』oI回ベルギｰ

30･有切場で採取される各種の排石の孔隙率スペクトルの解析

(F)A.PETER他フランス

31｡岩石繭の摩擦性に関して表面の粗さの影響について(E)

R酬｡醐§NIExドｰイツ(東)

32.節理のある岩石においてinsituの流体のパラメｰタｰσ)

決定(E)C.L㎝Isイギリス

33.岩石中の弾性的に巨視的不連続抵面の性質(E)B(1冬m

Gu刎洲他ユｰゴスラビア

34｡堵体の弾性的性質1に関して構造組成の影響例(E)3､･NKl)

OBl{AnovI6ユｰゴスラビア

35.花嵩堵の力学的性質の地電気的研究(G)F.V榊､藍榊5.

W..オｰストリア

36.板状固体中ω等方性張力および旺締盃バ毎一ン'(E)F.

交樋整理の巡査�
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W,C11児1sTl.1欄1則アメllカ

37.地質約意味における姶石の]二学的分類の基礎としての壮石

の異方性(E)PAD0sLAvJOv^N0vI6ユｰゴスラビア

3.“岩体の変形"

岩石･岩盤の広い意味における変形(したが一)て破壊

も含む)の性質や機構について.その鋼圧や歪速度に

対する影響.

ユ.平板荷重テストによる新体表面の変形のinSitu測定

(F)D州mLBo,1靱丁他スイス

2.三i鰍圧縮による耕有様物質の変形の性質(E)TosHIKMu

K､古､舳!ΩTc他1≡1本

3.変形常数に与える岩体の剥離繭の影響(G)K.V.

R星1PP王洲醐里子幽ソう重

4｡葭然に断'製を持っている岩体の変形常数を決定す酬同題に

ついて(E)丁航TovlcユI芽N.A､他ソ連

5.粘石のクリｰプ(E)S.S.VYAI,oUソ連

6.斜体の地籏波的および静的常数(E)ARN0量･rDvo泓筑

チ脱コス餌バキァ

7.姶有の殉'断常数について(F)PmR1流Mo舳IE酷フランス

8･捨石の変形における微小破壊･の役割リ(E)C･尻･s･oPnn箭

Scu㎝｡割アメリカ

9｡種々の…n･Situおよび実験室内における方法による堵石の

弾性的性質の測定(E)Mm岨BU紅｡㌣､㈱耐

アメリカ

10.特有破壊における鉱物組成組織および飽和水の影響

(E)M0GlLEvsKムYAS.ソ連

ユL節理を持った猪体の応力状態と安定性(F)K州n^oURΩV,

玉.夏､地ソ連

12.荷重を加えられた石炭の破壊後の挙動(E)Z.T､

泓脳1州1服互勉南ア

13｡堆積排の変形の進行過線(E)K.MUoHosHi預｡,

HIT0宮mKomE目本

14｡岩体中における応力分布の力学1杓検討と変形の性質(E)

RYUIcHIIlD^他日本

15.三軸条件下にテストされたチョｰクの部分的および平均質

停渡変化(F)D^1{YR1;M1on1羽､他フランス

16.Borehole変形法で測定された弾性絡･数に対する捌れ11σ)

影響(E)Lou1sA.P州眺他アメリカ

17.軸対称床カ(三軸)下に荷重されたある岩石の実験結果

(I≡:)Jろ総梛B0D0屑YIハンガリア

18.均質および不均質応力'場における脆性桝石の荻(F)

CL舳榊S刈NTLEU他フランス

19.升石のレオロシカルな常激σ)測定(G)MIcH､､1"､L,NΩER

ドイツ

2Ω｡荷重を力11えられた猪体の変形挙動に対する傲斜した平面構

造の影響(E)C.納､G瓦･･畑11他タスマニア

21.排外の変形特質を測定する新しい方法(E)M､主剛1帖

RocH五他ポルトガル

22.TIWAG型放射ジャッキをlO年間使用した紬果について

(G)G匝HH^RTSnEl…IlRオｰストリア

23･長時間続いた応力下における桝石の変形と強度について

(F)R^1)πP^舳｡l〕K附鮒フ㌦レガリア

24･地殻に1蛤ける鰯臓形成の･数学約理論に･)いて(E)

ZH^舳NSUL皿ni醐⑪ylci1琶麓洲{周㈱ソ連

25.全局的圧縮応力下にある姶有のクリｰプと破断(G)

A.S.SAGlN0v他ソ連

26.浸透率の小さい飽和した捨石における孔隙㈱辺の応力錐

中(E)BAR附A.S諾､㌔B0アメリカ

27.拾石の力学的性質に対する低滞度の影響(E)G岬,冊1

BRIGH酬TIイタリア

28.直交異方性拾石の振りテストと弾性常数(E)YUl(j1i-

N撒m1五一剛1ヨ本

29｡坑道に隣接する堵体σ)変形の特長(E)S,I.P^柵v他

ソ連

30.片措質耕石の変形特性(E)3.L⑪m{i…一榊乃鮒⑪

ポルトガル

31.節理を持った媒体申の応力分布(E)至.駄伽ずギ…け

32.変位計テストによる新体の変形特質について(D

MANU肌Roc鮎他ポルトガル

33.丹石の最大支持カに関する実験(E)K.G.ST舳j

イギリ.ス

34.不均質堵体の破壊性に関する研究(F)THI肌至くMi一

五mR田地ポｰランド

35.不連続モデルによる堵石の力学平衡方稚式(E)工1M撒

Z1〕凧而Kボｰランド

禺営のスｰパｰ･マｰケット(正i而)内部は薫一籔ツバ講閏の巧1綴ぐ1㌻い一

ぺ希グラｰド市靖峡部をのぞむ.コｰゴ.武事ど刊嚢篤二次大戦てつ一チス･

に対して抗戦しべ素ダラｰド市の大卒もこの淀滅汲礫に帰したそうであ多.

ダ)裏通1)にはまだむ慈だしの煉瓦の嚢漢1η鏡物が多い.

ドイツ

市�
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361典なる弾性彬激の直交'銚方･阯成属斗■手体がΦ刺伐焚形をおこす

条fl=について(F)1v一､NT1モlmN0vM1N1'oπ1{vブル

ガリア

37.In･s子tuおよび大験室内で測定された勉灼および静的弾性

常数び)比較について(E)A.E,TnlURトルコ

33.異方1生ノ)1片体中にあって圧力を受けている洞穴の飛言則定

(F)A.MlLL0T-CERE他フランス

39.熱を加えることによりもたらされた岩塩鉱111における変形

と応力変化(のW.C,McC珪州他アメリカ

如一片麻糾の変形特性(G)ERwi頸TRF川肌

オｰストリア

41.糾石のクリｰプ特性の湖11定例(E)A1州1;MYm･一､Nc

ノルウェｰ

4.“岩体の力学的抵抗性"

圧縮･引張･ずり応力に対する岩石由岩盤の強度

擦抵抗についてまたこれヒ関連した破壊論.

磨

1.層理11を幸一たシ㌧ラ系利火1{≡ゆ殉断尖芽灸(E)LΩ(川{11,

H.G.他スイス

2･脆性的壮石σ)強度:に対する大き参の影灘(E)E-NsTE1飛串

H.H.他アメリカ

3.棒状パでルの突端の支持力ζE)Sv脳刃H11{R皿11NM,w

他ス1ラエｰデン

4.㈱便な硬度テストによるキ11万の分類(E)A.C.V一㌔N

D胴原VLIs.オランダ

5.篶石の強度に対する大きさψ)影響と応力勾配(E)

Hou“昌0N,K.,他南ア

6.㌢をマ､～の強度と物理的千生質'との関係(E)M,I.

s洲附{舳飛榊他ソ連

7.秋質泥料類の切断強度(E)OR鮒1'呵M0RETT0,他

アノレゼ㌧チン

8.升石σ)一i1軸1圧縮強1隻(F)R1州命Holll･HRT,フランス

9.粁有物性における流体の影機(F)PlEllRllMoRLm11

フランス

10.升盤巾の÷'妬強度を決定する梅接的および閉接的方法

(G)V(〕lloPIN0vJ,111osI^vソ連

ユ1.節理を持勺た升体モデルψ)破壊問題.(E)J.L,

Ro帥Nlll,wアメリカ

ユ2.坑難÷1士石や杵盤の正しい強度の測定法についての1提案

(I二)S.い皿1≡1-M,C11州アメリカ

13､荷重板が珍重力する場合に下部?破砕而を持った地盤が破壊

するメカニズム(E)N.A.丁鮒竈｡w洲他ソ連

14.撒水圧下における粒状多孔質土壌の変形と破壊(E)

I.互､C!嚇｡Asc暫他ソ連

15.自然の岩石の力学…約一性質のシュミレｰションモデル実一騎に

使う強度の小さい材料について(E)N.R.B^榊洲

イキジス

16.探鉱坑道壁における店力測定1こ際して液1j定孔の形状および

方法の影響(F)G.C0}lE昌他フランス

17.片石の大規模な現地塊断試験(E)Evljo1舳桝玉),董き､

他ソ連

18.水力'施設の基盤中のクラックに沿った破断抵抗(汐)

E別,ΩK1N0軍p.D.童也ソ5裏

19.不均･質拷体中の大きな節理に沿った抵枕を決定する実験お

よび計算法(F)α刊RI^蝋R.A.他ソ連

20.舟石の脆十生および蜘1性一波』糞･(河)S.1二I.Ro剥1帆｡

.スペイン

2ユ.不炭♂)強度と炭被の支.持能力(E)M､裏切舳｡賞…

他ポｰランド

22.新盤上を移動する水の力学的行動σ)1典型例(E)C.1肌(〕

P丑Nl〕0Lr1イ孝リア

23.批石のプヨ学1灼性質と発光環濠の関係に')いて州研究(F)

E･r一皿NM=Sl･AN.,AARnフランス

241実験室内測定に.史る岩石の専断強度(E)8uDΩv川

GIUs㎜叩厄イタリア

25.高圧下における軟汽σ)力学的挙頚リj(亙)｡残.P肌L1洲{1剤｡

イタリア

26.締品片排の異方性に関守る実験■11{｣肋=究(G)K1脚11葦

A1(^1他1]本

27.層理繭と剥離面を梼一｡た布灰壮類州期棚壷疲夢)微究(至才)

TmEL-K^刎MlER冗ポｰランド

28.現場に倒する直接勢断テ引･の際の節理を持った拷体穿冷

エネルギｰの解析(E)H.KHlisH1阯､㌔他11i本

29.桝石の引張強度を決定するための円盤テス1一円管チス･

長方板テストお､えび不娩則形状予刈･(篶Y(〕舳1)民

有手董童{こ{ま茅声価ゴし素こレスト茅ン穿〕唯一η㌻レニ1川ビｰ;凌㌔､葦械妾るトjレ

コ･饒一=一で洲抑j鯛鴻…)､

欝テ遼に欝をおいて寸拳頚1愛渕憲むてく航る勅一やじさん.

帥亥き溺≡)にもこの祖秤i)際苗さんが多勢いた.�
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R州ATSU他日本

30.組み合わせ圧縮応力下における砂岩の破壊機構の研究

(G)KoI㎝IAKムI他日本

31.節理および層理を持った脆性媒質の巨視的菊断破壊(E)

Tos王岨MUKAwAmT0日本

32.衝撃下におかれた=岩石の破壊に関するノｰト(E)K.O.

HAKALE旺T0フィンランド

33.ベルギｰ産チ蔓一クの圧縮率と勇断抵抗(F)G,

D㎜^ILLn他ベルギｰ

34.プ回トジャコノフ数を決定する修正された方法と圧縮強度

との比較(E)N･BR00Kイギリス

35,2種の岩石における破断前の割れ目生成に際しての水の影

響(夏)B,LW11D南ア

33.粘着カ穣効果および複合衝上断層のメカニズム(E)

KlJ.Hs養スイス

37.;岩石中に起こる脆性割れ目の生成理論と破砕帯予知への応

用(E)K.B畑R㎝カナダ

38.スレｰト状剥離面においてリニエｰションを持った頁岩の

降伏法具1j(F)D〃腕MI鵬馳フランス

39.非連続的渚層の自由勢断強度(1…:)E.Z,LAjTAI

カナダ

40.層理面および剥離面を持った岩石の流体圧による割れ胃生

成と石油二次回収への応用(F)P.L亙､TIE棚Ψ他

フランス

41.片麻岩の強度に関する性質(G)M州服醐跳E阯i^Y鵬

オｰストジア

岬42.節理を持った岩体における破壊の様相(E)E,T.

BR0w批オｰストリア

43.岩体の害帆員生成および変形挙動についての研究(G)

F.G皿｡鵬互他ドイツ

44｡ビエニァウスキｰの脆性割れ貝理論のTaMarStopesに

おける岩壁破裂の解釈への応用(E)F醐榊ND0DE

MELL0紬玉ポノレトガノレ

45.地質的媒質の機構に関して弾塑性問題の有限要素解析法の

概観(E)W.G.P舳s跳U他アメリカ

46.ボァｰホｰル強度実験法についての問題点(E)KAREL

DRo加地アメリカ

47.勇蕨抵抗の現場測定と応力分布(F)VLADmT㎝且他

ル}マニア

48.岩石試料についての剥離テスト(E)J.D.D州醜他

イギリス

49｡インドの丁魯waダムの基盤岩について(E)C,V

Go唖他インド

50.現激こおげる石灰質泥灰土の歪と勇断強度一幾つかの異な

った測定法の比較(F)A.C亙A㎝I他モ回ツヨ

51.三軸庵力下におけるTuさanj岩塩g力学自ケ陸質と涼カ状

態ぼっタての数学的解析(G)FRANcKoる畑地ユｰ

ゴスラどア

5量､｣鋤麟濾および引張試験による岩石申の強度的不均質性の

実験的決定ζGダ印雛ScHEwEドイツ

弧岩看基盤およびつンタツｰトｰ岩石接触部の強度的性質

､5一アルプスとユｰゴスラどプ雑感j

以上のリストにも見るように今回の会議は若い入東

欧講国からの参切煮の多いことが特長で塞'ことに清気

に満ちた学会であった.筆者は学会参加のおりチュ

ｰリッヒからチロルを経てベオグラｰドヘ帰路はアド

リア海岸にでてミラノよりコモI･ルガノ経由でチュｰリ

ッヒまで往復約3,000kmのドライブ旅行を試みまた学会

中の巡検ではノレｰマニァブルガリア国境に近いDe･･

dapダムまで行くことができたのでこの間の見聞を雑

感として記しておく.

有名なアルプスは地中海のフランスイタリア国境よ

り突然海中より盛上ったかのように隆起してモンブラ

ンマッタｰホｰンなど4,000mクラスの高山を飽きた

カミらスイスからオｰストリアのチ剛レに沿って伸びウ

ィｰンに至ってこれも有名恋潜ウイｰゾの森となっ

て消える.アルプスの構造については別の機会に述べ

たいがimbr曼｡ated⑪附加鵬t§といわれる幾つもの押

し被せ構造の集合である.スイスてい免ば北から南へ

ヘノレベチア帯ぺ≒ン帯サザン1アルプスのよう派構

造単元で呼ばれている.これらの｡附thms施により

形成された山脈はイタリアあるいはコｰゴスラビアに近

づくにつれて北北酉に方向を転じるかもはやアノレプス

の急峻な地形とは異なり比較的おだやかな丘陵となる.

.ユｰゴではアドリア海岸にそってこの{脈が通りデイ

ナリディス(Dinarides)と呼ばれる.

6.チュｰリッヒからベオグラｰ声まで

9月18日9時チュｰリッヒ発.ヂュジッヒの南に伸

びるチュｰリッヒ湖を渡るとすぐヘルベチァ静に入簑

車は氷河によって作られた細長い湖に沿って行く毎フ

オノレクスワｰゲンは65年型の中古車だが快調合ジとテ

ンシュタイン国を抜けて11時すぎオｰストリア西端の

街Fe1dkirchに入る.不思議なもので国が違うと山

容まで変わって見える.秋のチロルは美しい.恵郡

谷のような高原を見下ろすところで昼食.午後3時半

チロルの首府インスブルックに着いた.すべて予定通

り.しかしインスブルックから南下してBren貝er峠

を越吏イタリア領に入った途端に様子はおかしく狂った､

イタリア側の不完全次道路標示のためである.文字は

小さくしかも独伊(あと2つは恥ずかしいがいかな

る言語がわからたい｡ラテン語か)だと3語併記して

あるのでともすると混科する｡.今までの騎遠6紅8◎/

k㎜の快へ一スは手ごて急速にダ歩シ季婁ねで適塾た亡

かめたポら遭rur至砧(ドイツ語名翫鵬&)という北イタ

リアの山柳こ泊る､このあたりはスイスのサザンア

ルプスに構造的に違るオｰスいアルパイン1ナッペ帯

に属し風景はチ減ルにそっくり｡ただし所々に見う

げる古城砦跡はオｰストリアと違ってやはり国境を越

えたのだなと思う串それにしてもヨｰ湾ツバの蔑国府と�



一48山

いうのはおかしなものである,

9月19日まもたく再びオｰストリア領に入ると道もも

どって標識は明瞭になってぺ一スはぐっとよく渋る.

12時半にはオｰストリア南端のV三11achに着いた白

Dra孤別gといわれる断層帯がこの南で急峻た山を作り

オｰストリアとユｰゴの国境を伴っている.2時すぎ

とうとうユｰゴ領に入った.税関はうるさいと聞いて

いたカミパスボｰトの提示だけで無事通過.おおヤポニ

rと一人ごとをいったのが印象的であった.好感の籠

った口調であった,心配していた道はまあまあでそ

のままリュｰブリアナまで走る､ユｰゴは6共和国か

らなる連邦でリュｰブリアナはス浜ベニア共和国の首都

ユｰゴには大別して4言語があるそうだがどれもわか

らないこと'は同じなのでこの目以降ほとんど手まねで

寝食を弁ずる.外国語としてよく通用するのは独1英

語のようである､これも大きなホテルでの誘で他は全

然だめ｡この目見つけたホテルは温泉保養地のよう政

所で夜になるとどこからともなく車がホテルの前の広場

を埋め食堂でゴｰゴｰバｰテイをやりだしたのには驚

いた.気がつくと冷貝は土曜目だった｡

§月2旧リュｰブリアナザグレブベオグラｰドを

結ぶ道路は冒本の東海遣のようなこの国の幹線道路であ

るが全線を通じて片道車線しがたい｡制限速度は100

kmであるがほとんどの車は110～120k服でとばす.舗

装はあまり良く次い､ところどころに抗独ゲリラ戦当

時の障害道路をわざとそのま凌残しておいたのではた

いかと思いたくなる程の凸凹道路がある.｡道路灯はな

いから夜間は相当危険であろう.事故車を往復とも2

･3ヵ所づつ星たように思う･ザグレブをすぎると一

面の畑畑である.べ毒グラｰドにあと100k㎜という

所でモｰテルをみつける.何ともいいようのない騒々

しい街道筋のモｰテルであった.

9月12日開会式に間に合うように早朝モｰテルを出発

したのだカミベオグラｰド市内に入るや東京のような渋

滞と駐車場をめぐる喧嘩にまき込まれる.ともかくも

無事会場に到着して登録をすませ割り当てのホテル前

に駐車してほっと一息苦

ぺ才グラｰド

セルビア共和国の首府.ユｰゴスラビア連邦の首都｡｣

人口70万.ここの言葉で白い都市という意味だそうだ

がドナウ河とその支流サバ河の合流する要衝の地に位し一

てロｰマ時代からの古い都市である､そのかみには美

しい町であったに違いない.共産圏であることを忘れ

させる程街の様子も人々もイタジアやオｰスりアな

どとよく似ている.いや街頭で大びらに売られてい

るヌｰダ雑誌や夜中のゴｰゴｰダンスはスイスやオｰス

トリアでは見られないものであった.スイスでは街の

商店も6時ごろには一斉に店をしめてしまうのにここ

では1工蒔12時ごろまで通りは明るく人通りも多い､

砂糖の綿菓子や炭火で焼いたとうもろこしを売る人々.

まるで日本の夜店の感じで腰を落着けたらたのしい街に

違いたい.しかし戦争の影響をまだ完全にぬぐい去っ

ていないところも見うけられる.アパｰトの壁がまだ

煉瓦がむきだしのところカミある.しかしサバの北津に

はユｰゴがNoviBeograd(新ベオグラｰド)と呼ぶ新都

市カ漣設されつつありここに熔見上げるぱかりの高層

アパｰトの離れが現代的な粗いで並んでいる,

ベオグラｰドからドナウ河に沿って至00たm程下ると

河はカルパチア山脈を横断して両岸は切りたった崖にな

っている.ここにユｰゴはルｰマニアと共同で雷ガダ

萎1

ドナウ河畔の古城壁.ロｰマ時代のものという説明であった､ルｰマニア側

1司じく.エゴ側�
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ムを建設中である.

ベオグラｰドからチュｰリッヒヘ

9月25日ベオグラｰド発サバ河を渡りNoviBeog･

radを左手に見たのちザグレブまで往路と同じ道を逆

走して4時すぎクロアチアの首都である同市着これ

より南下してアドリア海岸に出るつもリで道を左にとり

同夜はカルロバックに泊る.ユｰゴのホテルはすべて

A･B･Cのクラスに分かれていてそれぞれ公定値段の

ようなものカミある.Bクラスで2,000円から5,000円く

らい.調度や清潔さはやはりスイスオｰストリアに

比較して落ちる.

9月26日カル源バックよりデイナリディス山脈を横断

して昼ごろ海岸のリヂエカに出る.石灰岩がむきだし

に在ったなだらかた丘が碧い空の下に良いコントラスト

を見せいかにも地中海に出たという感じである.街

の様子も南部から見ると一段と明るく最早ユｰゴの国

外にでたような印象を与支る.丘陵の閏を縫って国境

を抜けるとトリエステである.ここからハイウエイに

入ってベネチア(ベニス)までは僅かエ時間半であった.

9月27日ベネチアから一ミラノまではボｰ河に沿ってハ

イウエイがある.片側車線の気持のよい道だが道を

走るのに忙しく左右の風景はほとんど分からたい.ミ

ラノから北上してコ手ヘノ･イウエイはここで終わる.

スイス領に近づいた途端に道は峻しくたり美しい湖や

嶺カ視えてくる.何となくほっとした感じ.スイス

ヘ入った頃目が暮れて途中の小村に一泊.

9月28日ノレガノを過ぎサン･ベルナルデイノ峠に向か

って道は次第に上って行く,ここはペニニｰ帯に属す

る多数のナッペを持った複雑凌結晶片岩のまっただなか

である.峠の高さば2草065㎜であるか立派なトンネル

があってトンネノレを抜けるとライン川の最上流の古

いスイスの山村の趣きに満ちたせまい谷間にでる,わ

れわれの旅もやっと峠を越した帯

幸に車のトラフノレもなくこれといった事故もなく

結果的には平担たる道を予定の如くに踏破したに止まっ

たが準備の期間も含めてこの2週間は最も緊張した毎

日であ一った｡再びチュｰリッヒのわが象にもどってエ

ンジンを切った瞬間にはただチロルアルプスの牧場や

ユｰゴの農村ドナウ河から見たブルガリアの黒い森

あるいは地中海の碧紺の波がスライドのように断片的に

脳裏に浮かびまた消麦て行っただけであった.

(筆者は荏夙イス燃料部)
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1.1971年8月!8周(水)

∴27目(金)

2.国際水文地質学会ア

ジア地域会議

3､東京

4.同本地下水学会

5.川一騎市久本135地質調査所水資源課内

目本地下水学会留(044)8ト3ユ7!(代)
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1.1971年6月21目(月)～7月20目(金)

2.結晶成長国際夏の学校
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･日本地学教育学会

1.昭和46年8月24貝(火)～29局(目)

2.日本地学教育学第2胴全国大会

3.東京都立教育研究所及び東京学芸大学

4.日本地学教育学会

5.東京都小金井市貫井北町東京学芸大学地学教室内

目本地学教育学会留(0423)21-174!

日本地球化学会

1.昭和46年10月15目(金)～17目(目)

2.1971年地球化学討論会

3.日本都市センタｰ(東京都千代田区平河町)

4.日本地球化学会･日本化学会共催

5.東京都杉並区高円寺北4-35-8

気象研究所地球化学研究部内同本地球化学会事務局

留(03)337-1111(内線)75

日本岩石鉱物持殊技術研究会

1.1沼和46中7月28目(水)～3鵬(金)

2.第14回研究発表会金属非金属構造地質耐火物等の薄

片研磨片の作成に関する講演会

3.名古屋大学理学部地球科学教室.名古屋市千種区不老町

4.5.日本宗石鉱物特殊技術研究会

川崎市久本135地質調査所内留(044)86-3ユ7王

〔注〕ユ.開催準凋2.金奇名3.会場4.主催者
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